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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第32期
第２四半期
累計期間

第33期
第２四半期
累計期間

第32期

会計期間
自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成23年４月１日
至 平成24年３月31日

売上高（千円） 6,231,180 6,396,483 13,205,807

経常利益（千円） 222,668 274,210 555,482

四半期（当期）純利益（千円） 246,656 161,766 424,105

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 750,000 750,000 750,000

発行済株式総数（株） 4,395,000 4,395,000 4,395,000

純資産額（千円） 3,978,834 4,196,220 4,130,238

総資産額（千円） 6,499,694 7,305,642 7,546,163

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 56.12 36.81 96.50

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 10.00 15.00 30.00

自己資本比率（％） 61.2 57.4 54.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
386,969 △151,608 1,561,044

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
21,398 △12,215 6,919

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△182,168 △112,729 △278,457

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
2,702,004 3,488,758 3,765,312

　

回次
第32期
第２四半期
会計期間

第33期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成23年７月１日
至 平成23年９月30日

自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 21.39 20.81

（注）  １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

  当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1）業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国経済は、東日本大震災の復興需要等により緩やかな景気回復基調にあるもの

の、欧州債務危機や新興国の景気後退による世界的な景気減速懸念や円高の長期化等により、依然として先行き不透明

な状況が続いております。

情報サービス業界においては、近年の厳しい事業環境の下、ＩＴ投資の抑制傾向が続いておりましたが、企業活動の

一層の効率化を目指した基幹システムやＩＴインフラの刷新、グローバル化対応、スマートフォンやタブレットの業務

利用の拡大等、需要回復の兆しが見られます。

このような状況の下、当社は幅広いユーザー企業との取引拡大に向けた受注活動の促進と、新たな成長分野への取り

組みの強化を進めました。

この結果、当第２四半期累計期間における経営成績は、売上高は6,396,483千円（前年同四半期比2.7%増）、営業利益

は272,081千円（同27.6%増）、経常利益は274,210千円（同23.1%増）、四半期純利益は161,766千円（同34.4%減）とな

りました。　

  　　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①ソフトウェア開発

本格的な需要回復に至らない状況のなかで、既存顧客の基幹系システム開発案件などが堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は3,875,534千円（前年同四半期比1.1%増）、セグメント利益は376,977千円（同7.5%減）となりま

した。

　

②システム運用管理

金融業・通信業向けを中心とした大口顧客への安定した案件を確保し、概ね順調に推移いたしました。

この結果、売上高は2,034,014千円（前年同四半期比6.1%増）、セグメント利益は194,880千円（同27.9%増）となり

ました。

　

③システム機器販売

ソフトウェア開発案件に関連する機器の販売を中心に推移いたしました。

この結果、売上高は486,934千円（前年同四半期比1.3%増）、セグメント損失は2,065千円（前年同四半期はセグメン

ト損失32,291千円）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ、276,553千円

減少し、3,488,758千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により支出した資金は151,608千円（前年同四半期は386,969千円の獲得）となりました。これは主に、税引

前四半期純利益270,770千円の計上、減価償却費161,728千円の計上、売上債権の減少56,112千円により資金が増加した

こと、たな卸資産の増加158,612千円及び仕入債務の減少197,992千円並びに法人税等の支払い276,045千円により資金

が減少したことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は12,215千円（前年同四半期は21,398千円の獲得）となりました。これは主に、無形固

定資産13,595千円の取得によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動により支出した資金は、112,729千円（前年同四半期は182,168千円の支出）となりました。これは主に配当

金87,242千円の支払いによるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　

(4）研究開発活動

当第２四半期累計期間における研究活動の金額は、63千円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,395,000 4,395,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数  100株

計 4,395,000 4,395,000 － －

 

　　　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日　
― 4,395,000 ― 750,000 ― 1,196,550
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

長澤  信吾 東京都文京区 693,800 15.78

三菱総研ＤＣＳ株式会社 東京都品川区東品川四丁目12番２号 689,000 15.67

Minori従業員持株会 東京都新宿区西新宿二丁目４番１号 454,400 10.33

滝澤  正盛 長野県松本市 369,200 8.40

ＳＣＳＫ株式会社 東京都江東区豊洲三丁目２番20号 250,000 5.68

有限会社フライト 長野県松本市稲倉130番地１ 174,000 3.95

松田  守弘 大阪市淀川区 158,800 3.61

Minori取引先持株会 東京都新宿区西新宿二丁目４番１号 38,500 0.87

岩崎  泰次　 静岡市駿河区 33,800 0.76

佐藤  育子　 東京都練馬区　 30,000 0.68

計 － 2,891,500 65.79

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式        200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,394,100 43,941 －

単元未満株式 普通株式        700 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 4,395,000 － －

総株主の議決権 － 43,941 －

 

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割

合（％）

（自己保有株式）

株式会社Minori

ソリューションズ　

東京都新宿区西新宿二

丁目４番１号
200 － 200 0.00

計 － 200  － 200 0.00

 

２【役員の状況】

  前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

  当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年７月１日から平成24年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

  当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,835,812 3,559,258

受取手形及び売掛金 ※1
 2,050,077

※1
 1,993,965

商品 2,806 4,551

仕掛品 116,528 273,395

その他 194,006 278,124

貸倒引当金 △2,057 △799

流動資産合計 6,197,174 6,108,497

固定資産

有形固定資産 238,750 220,049

無形固定資産

ソフトウエア 283,280 161,536

その他 17,928 16,767

無形固定資産合計 301,208 178,304

投資その他の資産

投資有価証券 380,313 368,597

その他 428,727 430,203

貸倒引当金 △11 △9

投資その他の資産合計 809,029 798,791

固定資産合計 1,348,988 1,197,145

資産合計 7,546,163 7,305,642

負債の部

流動負債

買掛金 1,066,537 868,545

短期借入金 866,660 876,660

未払法人税等 294,201 155,758

賞与引当金 199,999 203,332

受注損失引当金 － 29,922

その他 506,389 503,909

流動負債合計 2,933,788 2,638,127

固定負債

長期借入金 66,680 50,850

退職給付引当金 283,768 305,752

その他 131,687 114,692

固定負債合計 482,136 471,295

負債合計 3,415,924 3,109,422
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 750,000 750,000

資本剰余金 1,196,550 1,196,550

利益剰余金 2,193,191 2,267,061

自己株式 △122 △165

株主資本合計 4,139,618 4,213,445

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9,379 △17,225

評価・換算差額等合計 △9,379 △17,225

純資産合計 4,130,238 4,196,220

負債純資産合計 7,546,163 7,305,642
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 6,231,180 6,396,483

売上原価 5,469,317 5,642,557

売上総利益 761,863 753,925

販売費及び一般管理費 ※1
 548,613

※1
 481,844

営業利益 213,249 272,081

営業外収益

受取利息 368 390

受取配当金 2,978 3,030

受取保険金 5,000 －

その他 5,921 3,700

営業外収益合計 14,267 7,121

営業外費用

支払利息 3,992 4,145

その他 856 847

営業外費用合計 4,848 4,993

経常利益 222,668 274,210

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,857

退職給付制度改定益 ※2
 203,564 －

特別利益合計 203,564 1,857

特別損失

固定資産売却損 － 4,447

投資有価証券売却損 － 392

投資有価証券評価損 665 458

特別損失合計 665 5,297

税引前四半期純利益 425,568 270,770

法人税、住民税及び事業税 112,309 137,819

法人税等調整額 66,602 △28,815

法人税等合計 178,912 109,004

四半期純利益 246,656 161,766
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 425,568 270,770

減価償却費 215,554 161,728

貸倒引当金の増減額（△は減少） △859 △1,260

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,565 3,333

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 29,922

退職給付引当金の増減額（△は減少） △193,559 21,984

受取利息及び受取配当金 △3,346 △3,421

支払利息 3,992 4,145

有形固定資産売却損益（△は益） － 4,447

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,465

投資有価証券評価損益（△は益） 665 458

売上債権の増減額（△は増加） 105,490 56,112

たな卸資産の増減額（△は増加） △60,023 △158,612

仕入債務の増減額（△は減少） △48,204 △197,992

その他 △78,215 △65,009

小計 373,628 125,140

利息及び配当金の受取額 3,337 3,407

利息の支払額 △4,127 △4,111

法人税等の支払額 － △276,045

法人税等の還付額 14,130 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 386,969 △151,608

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の売却による収入 － 7,273

貸付金の回収による収入 2,559 1,978

無形固定資産の取得による支出 － △13,595

保険積立金の積立による支出 △5,919 △5,309

保険積立金の解約による収入 10,166 －

差入保証金の回収による収入 16,575 4,336

その他 △1,984 △6,901

投資活動によるキャッシュ・フロー 21,398 △12,215

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △100,000 －

長期借入れによる収入 － 30,000

長期借入金の返済による支出 △33,330 △35,830

配当金の支払額 △43,932 △87,242

その他 △4,905 △19,656

財務活動によるキャッシュ・フロー △182,168 △112,729

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 226,199 △276,553

現金及び現金同等物の期首残高 2,475,805 3,765,312

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,702,004

※1
 3,488,758
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

  当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

  なお、これによる当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であり

ます。

　　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※１．四半期会計期間末日満期手形

  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四半

期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に含

まれております。

　

　
前事業年度

（平成24年３月31日）

当第２四半期会計期間

（平成24年９月30日）

受取手形 3,529千円 3,635千円

　

　

（四半期損益計算書関係）

※１. 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

給与手当 244,481千円 220,667千円

賞与引当金繰入額 13,498千円 10,815千円

　

　

※２. 退職給付制度間の移行に伴う退職給付制度改定益　

前第２四半期累計期間の退職給付制度改定益は、平成23年６月６日をもって適格退職年金制度を廃止し、これに伴

い同制度に「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号  平成14年１月31日）を

適用したことにより計上したものであります。　

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 2,752,504千円 3,559,258千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △50,500千円 △70,500千円

現金及び現金同等物 2,702,004千円 3,488,758千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ  前第２四半期累計期間（自 平成23年４月１日  至 平成23年９月30日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年５月27日
取締役会

普通株式 43,947 10 平成23年３月31日 平成23年６月30日利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年10月28日

取締役会
普通株式 43,947  10  平成23年９月30日 平成23年11月28日利益剰余金

　

２．株主資本の著しい変動

  該当事項はありません。

　　　

Ⅱ  当第２四半期累計期間（自 平成24年４月１日  至 平成24年９月30日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月25日

取締役会
普通株式 87,895 20 平成24年３月31日 平成24年６月12日利益剰余金

 

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年10月30日

取締役会
普通株式 65,920 15 平成24年９月30日 平成24年11月27日利益剰余金

　

２．株主資本の著しい変動

  該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社Ｍｉｎｏｒｉソリューションズ(E05638)

四半期報告書

13/17



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期累計期間（自 平成23年４月１日  至 平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 （単位：千円）　

　

報告セグメント

合計 調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

ソフトウェア
開発

システム
運用管理

システム

機器販売

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,833,2131,917,355480,6126,231,180 　－ 6,231,180

セグメント間の内部
売上高又は振替高　

　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－

計 3,833,2131,917,355480,6126,231,180 　－ 6,231,180

セグメント利益又は損失（△） 407,362152,331△32,291527,403△314,153213,249

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△314,153千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない管理統括部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第２四半期累計期間（自 平成24年４月１日  至 平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 （単位：千円）　

　

報告セグメント

合計 調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

ソフトウェア
開発

システム
運用管理

システム

機器販売

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,875,5342,034,014486,9346,396,483 　－ 6,396,483

セグメント間の内部
売上高又は振替高　

　－ 　－ 　－ 　－ 　－ 　－

計 3,875,5342,034,014486,9346,396,483 　－ 6,396,483

セグメント利益又は損失（△） 376,977194,880△2,065 569,792△297,711272,081

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△297,711千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない管理統括部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。　
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（１株当たり情報）

  １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

  １株当たり四半期純利益金額 56円12銭 36円81銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 246,656 161,766

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 246,656 161,766

普通株式の期中平均株式数（株） 4,394,780 4,394,740

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２【その他】

  平成24年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………65,920千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年11月27日

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
  該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 　

　 　 　平成24年11月７日

株式会社Ｍｉｎｏｒｉソリューションズ 　

　取締役会  御中  　

　 有限責任監査法人トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　 辻内    章    印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　 阪田  大門    印

　

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Minoriソ

リューションズの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第33期事業年度の第２四半期会計期間（平成24年７月

１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半

期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Minoriソリューションズの平成24年９月30日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　

  （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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